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校長 瘧 師 輝 幸 

 

幼児・児童・生徒数  10名 

 

学級数  ５学級 

 

職員数  35名 

 

－「自ら、学ぶ子 心を伝える子 活動する子」を育成する学校経営－ 

長年にわたり、「自ら、学ぶ子 心を伝える子 

活動する子 を育てます」の学校教育目標の達

成を目指し、一人一人の可能性を引き出す教育

の実践に取り組んでいる。 

  特に、道南地区の視覚障がい児に係る就学に

関する支援や巡回教育相談では、各市町教育委

員会、保健福祉部局との情報交換等を通して、

幼児児童生徒の早期からの適切な支援につな

げるとともに、在籍する学校における指導・支

援の充実に大きな成果を上げている。 

 

 

  



 

－幼児児童生徒一人一人の視覚障がい状態に応じた丁寧な教育活動－ 

視覚障がい教育に関する高い専門性を発揮

し、点字や拡大文字など、一人一人の視覚障が

いの状態に応じたきめ細やかな指導の充実に

取り組んでいる。 

特に、幼児児童生徒、一人一人の視覚障がい

の状態に応じた授業実践や教育活動をまとめ、

北海道視覚障害教育研究大会や全日本盲学校

教育研究大会など、全国及び全道規模の視覚障

がいに係る研究会において数多く発表し、高い

評価を得るなど、成果を上げている。 

 

 

－校内研究と関連させた積極的な授業改善－ 

「盲学校における障がいの重複化及び多様

化に対応した効果的な授業の在り方～一人一

人の可能性を引き出す指導・支援はいかにある

べきか～」を研究主題に掲げ、授業実践、授業

改善のＰＤＣＡサイクルをとおして、一人一人

の可能性を引き出す指導・支援方法の推進に取

り組んでいる。 

特に、障がいの重複化の積極的な解決に向

け、幼児児童生徒の自立と社会参加に向け、適

切な指導・支援の充実に成果を上げている。 

 

 

－幼児児童生徒一人一人を包み込み、学ぶ楽しさ・よろこびを実感する教育－ 

 全校行事を参観した際、児童生徒と教師が協

力して、みんなで楽しむことができる学習活動

に取り組んでいる様子を見ることができまし

た。 

また、視覚障がい教育に係る高い専門性や根

拠を基にした「個別の教育支援計画」等を作成

し、保護者へ丁寧に目標、課題及び手立てなど

を説明し、実践するなど、「自ら、学ぶ子 心を

伝える子 活動する子」を育成する教育活動の

実践に対し、大変心強く感じています。（保護者

の声） 

 


